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Hexadehydrotribenzo[12]annulene ([12]DBA) is a planar π-conjugated molecule with 

formation of transition metal complex and emission with large Stokes-shift. Design of 

molecular assembly of [12]DBA has a potential to show unique function. Herein, we prepared 

tetradecylamide–substituted [12]DBA (1) and investigated its molecular assembly and physical 

property. 1 was associated in CHCl3 solution through hydrogen-bond of alkylamide groups. 1 

formed organogel in heptane, and 1 formed crystalline state with hexagonal arrangement.  
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ヘキサデヒドロトリベンゾ[12]アヌレン([12]DBA)は、遷移金属

との錯形成能やストークスシフトの大きな発光を示す π 共役分

子である。[12]DBA の置換基設計により、分子集合体構造を制御

することで、新たな機能性を発現することができる 1。ベンゼン

トリアルキルアミド誘導体は、一次元のアミド水素結合によりカ

ラムナー液晶相を示すことが報告されている 2。本研究では、

テトラデシルアミド基を有する[12]DBA誘導体 1 (図 1)を合成

し、その分子集合体および物性を評価した。 

1 の CDCl3中における 1H NMR 測定において、濃度に依存

したシグナルのシフトおよびブロードニングが観察された。

CHCl3 中における IR スペクトルでは、アミド N−H 伸縮振動

が 3320 cm−1 に観察された(図 2)。これらから、1 は溶液状態

で水素結合を介して会合し、超分子集合体を形成していると

考えられる。1 はヘプタン中、–10 °C でオルガノゲルを形成

した(図 3a)。オルガノゲル中において、365 nm の UV ラン

プを照射すると、[12]DBA に由来する発光を示した(図 3b)。

PXRD 測定から、1 の固相はヘキサゴナル配列を有している

ことが確かめられた。 
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図 2 1 のゲル化  

(ヘプタン, 15 mM) 

図 1 分子 1 の構造 

図 2 1 の IR スペクトル 

(CHCl3, 4.25×10−3 M) 
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